
ドイツ研修2024
~4日目（9/19）~

担当：宮澤優輔
G0124047



9:30- ハゲタカ谷（Geierlay）吊り橋の見学
12:00- モンタバウラー・ヘーレでの

キクイムシ被害と森林再生、
普及啓発の現場見学

15:00- コッヘム城見学
17:00- コッヘムで夕食

9月19日（木）の内容

（撮影：真坂一彦）



位置関係

州都マインツ
ロッテンブルク

フランクフルト

在日ドイツ大使館のインフォメーションシート掲載のものを改変



モンタバウラー・ヘーレ

コッヘム マインツ

ハゲタカ谷吊り橋

宿泊地



9:30- ハゲタカ谷（Geierlay）吊り橋見学
（Hängeseilbrücke Geierlay）

（撮影：筒井咲月）



9:30- ハゲタカ谷（Geierlay）吊り橋見学
（Hängeseilbrücke Geierlay）

・長さ360m、高さ100m、重さ50tまで耐える
・2015年に完成
・5万人程度の宿泊客が来ると試算され、建設（1,20万€）

日帰り客が多い、地域にお金が落ちない
ゴミや物の破壊などのトラブル



9:30- ハゲタカ谷（Geierlay）吊り橋見学
（Hängeseilbrücke Geierlay）

・ビジターセンターの開設
・子ども向けの環境教育
・早朝のガイド付きハイキングやナイトハイキング
・レストランの増加...

⇒徐々に改善



ビジターセンター



吊り橋への道中

（住宅地）

（畑）





（撮影：成澤朋紀（右写真））



死亡木

色が薄い⇒弱っている？



12:00-
モンタバウアー・ヘーレでのキクイムシ被
害と森林再生、普及啓発の現場見学

・2018年12月にキクイムシの被害が発生し始める
・土壌の水分量が多く、嵐で風倒木
→風倒木にキクイムシ大発生

・夏の高温乾燥（25℃以上）がより影響

市場で木材が飽和、価格下落

通常5,000m3/年⇒130,000m3/年（2018～2020年）

※キクイムシ被害防止には仕方ない



①キクイムシ防除のための皆伐
②再造林
③市民に理解して貰うための説明や広報

市民へのキクイムシの啓蒙活動は行っていなかった
→突然の皆伐で市民が混乱・怒り
市民への説明が大変だった

※2000～3000人/日が周辺で自然を楽しむ



森林再生
・部分的に植栽（群状植栽）
50本を20m間隔程度
・オーク、サクラ、カエデ、ボダイジュ、ダグラスファー、
モミなど8樹種を試行
・シカやイノシシ対策で筒や柵
・立地条件を第一にどこに何を植えるか決める
※植栽していない部分は天然更新



（撮影：成澤朋紀、一部加工）

金網の筒（シカ対策）
大きくなったら二段重ね

筒
・位置がわかりやすい
・温度を上げる
・朝露で湿度



外来モミ林
（硬い岩盤で浅根性のように
なってしまった、50年生）

間伐＋広葉樹植栽
（そのままだとモミが更新）
⇒嵐やキクイムシに強い森林



普及啓発

・なぜ皆伐？なぜ植栽？どうして多樹種を植栽？
・ガイドツアーなども実施
・市町村有林のフォレスターとも協力体制

←モンタバウラー・ヘーエの
FAQーノイホイゼル営林署



15:00- コッヘム城見学

1000年 モーゼル川の税関として建設
1151年 継承争いでドイツ側の王が支配
1689年 フランス軍によって破壊、廃墟化
1869年 ルイ・ラヴェネが購入、再建
1943年 税率の上昇で第三帝国に売却
1949年 連邦所有に
1978年 市が購入



コッヘム城から望んだ市街地とモーゼル川↓



狩猟の間

魔女の塔 井戸（城で最
古の施設）



発表は以上です。

（撮影：真坂一彦）

（撮影：真坂一彦）
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